
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）
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〇
文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省
令
第
一
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十

条
の
二
十
三
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
法

第
三
十
条
の
二
十
三
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
取
組
を

定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
八
日

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

医
療
法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
二
項
第
五
号
に
規

定
す
る
取
組
を
定
め
る
省
令

医
療
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
。以
下「
法
」

と
い
う
。）第
三
十
条
の
二
十
三
第
二
項
第
五
号
の
文
部
科

学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
取
組
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

大
学
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）の
医
学
部
の
入
学
者
の
一
部
を
、
他
の
入
学

者
と
区
別
し
て
、卒
業
後
に
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
、

都
道
府
県
（
将
来
に
お
い
て
医
師
の
数
が
少
な
い
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
法
第

三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
を

有
す
る
も
の
に
限
る
。）に
所
在
す
る
医
療
提
供
施
設

に
お
い
て
、
法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
二
項
第
一
号

に
規
定
す
る
計
画
に
基
づ
き
診
療
に
従
事
す
る
意
思

を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
選
抜
す
る
こ
と
。

二

将
来
に
お
い
て
医
師
の
数
が
少
な
い
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
都
道
府
県
に
所

在
す
る
大
学
の
医
学
部
の
入
学
者
の
一
部
を
、
他
の

入
学
者
と
区
別
し
て
、
一
定
の
期
間
以
上
当
該
都
道

府
県
に
住
所
を
有
し
た
者
の
う
ち
か
ら
選
抜
す
る
こ

と
。

三

都
道
府
県
が
、
前
二
号
の
取
組
を
行
う
大
学
に
対

し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〔
省

令
〕

〇
医
療
法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
二
項
第
五

号
に
規
定
す
る
取
組
を
定
め
る
省
令

（
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
一
）

〇
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
要
し

な
い
者
に
関
す
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
特
例
を
定

め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
環
境
七
）

〇
環
境
調
査
研
修
所
組
織
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
同
八
）

〔
告

示
〕

〇
政
党
交
付
金
を
返
還
す
べ
き
政
党
の
名
称

及
び
返
還
す
べ
き
政
党
交
付
金
の
額
を
公

表
す
る
件
（
総
務
一
二
七
）

〇
原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
七
八
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件（
同
七
九
）

〇
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
政
府

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
一
〇
〇
）

〇
セ
ン
ト
ル
シ
ア
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関

す
る
日
本
国
政
府
と
セ
ン
ト
ル
シ
ア
政
府

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
同
一
〇
一
）

〇
有
形
の
民
俗
文
化
財
を
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
す
る
件
（
文
部
科
学
四
七
）

〇
無
形
の
民
俗
文
化
財
を
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
す
る
件
（
同
四
八
）

〇
有
形
の
民
俗
文
化
財
を
登
録
有
形
民
俗
文

化
財
に
登
録
す
る
件
（
同
四
九
）

〇
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
登
録
を
抹
消
し

た
件
（
同
五
〇
）

〇
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
団
体
の
指

定
の
件
（
文
化
庁
二
四
）

〇
粗
糖
の
平
均
輸
入
価
格
等
を
定
め
た
件

（
農
林
水
産
五
九
〇
）

〇
電
気
事
業
法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
登
録
調
査
機
関
と
し
て
の
登
録

を
更
新
し
た
件
（
経
済
産
業
六
五
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
と
と

も
に
、
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
国
土
交
通
四
三
〇
〜
四
三
三
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
四
三
四
〜
四
三
九
）

〇
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
同
四
四
〇
）

〇
直
轄
砂
防
設
備
工
事
を
終
了
し
た
件

（
同
四
四
一
）

〇
環
境
大
臣
が
定
め
る
一
般
廃
棄
物
の
一
部

を
改
正
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
環
境
五
六
）

〇
廃
肉
骨
粉
に
係
る
再
生
利
用
の
認
定
の
申

請
書
に
添
付
す
る
書
類
及
び
図
面
並
び
に

再
生
利
用
の
内
容
等
の
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
同
五
七
）

〇
環
境
大
臣
が
定
め
る
産
業
廃
棄
物
の
一
部

を
改
正
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
五
八
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

長
崎
地
区
に
係
る
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業

計
画
の
変
更
の
公
表
に
つ
い
て

（
農
林
水
産
省
）

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
に
係
る
地
方

交
通
審
議
会
の
意
見
に
関
す
る
公
示

（
神
戸
運
輸
監
理
部
最
低
賃
金
公
示
四
）

国
家
試
験

平
成
三
十
一
年
浄
化
槽
設
備
士
試
験
の
施
行

に
つ
い
て
（
国
土
交
通
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他


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